
（別添１）

平成28年1月15日

協議会名： 津市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者名
等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運
行（航）区間、整備内容等を記
載（陸上交通に係る確保維持
事業において、車両減価償却
費等及び公有民営方式車両購
入費に係る国庫補助金の交付
を受けている場合、離島航路
に係る確保維持事業において
離島航路構造改革補助（調査
検討の経費を除く。）を受けて
いる場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間に
おいて、前回の事業評価結果
をどのように生活交通確保維
持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切
に実施されたかを記載。計
画どおり実施されなかった
場合には、理由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定
量的な目標・効果が達成さ
れたかを、目標ごとに記
載。目標・効果が達成でき
なかった場合には、理由等
を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより
適切な目標を記載。改善策は、
事業者の取り組みだけでなく、
地域の取り組みについて広く
記載。特に、評価結果を生活
交通確保維持改善計画にどの
ように反映させるか（方向性又
は具体的な内容）を必ず記載
すること。】

※なお、当該年度で事業が完
了した場合はその旨記載

津市

久居地域野村ルート
久居総合支所～三重中央医療セ
ンター～久居総合支所
第5-1号系統

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、より行政機関との利便性
の向上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域稲葉ふれあい会館ルート
稲葉ふれあい会館～三重中央医
療センター～久居総合支所
第2-1号系統

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域榊原ルート
八知山～三重中央医療センター～
久居総合支所
第3-2号系統

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

久居地域榊原ルート
八知山～三重中央医療センター～
久居総合支所
第3号系統

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。

計画通り事業は適切に実
施された。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

津市

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域稲葉ふれあい会館ルート
稲葉ふれあい会館～三重中央医
療センター～久居総合支所
第2号系統

津市

久居地域稲葉ルート
榊原出張所～三重中央医療セン
ター～久居総合支所
第1-1号系統

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

計画通り事業は適切に実
施された。A Ａ

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域稲葉ルート
榊原出張所～三重中央医療セン
ター～久居総合支所
第1号系統

A

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、行政機関との利便性の向
上を図った。

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

ＡA

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域榊原ルート
久居総合支所～三重中央医療セ
ンター～安子公会所
第3-1号系統

計画通り事業は適切に実
施された。

七栗サナトリウムに乗り入れを行い、
医療機関への利便性を図るとともに、
久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、より行政機関との利便性
の向上を図った。

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

津市

久居地域桃園ルート
木造7区集会所～三重中央医療セ
ンター～久居総合支所
第4号系統

高橋地区への延伸を行いより集落に近
いルートとなるよう努めた。また、久居
総合支所の移転に合わせ、ルート変更
を行い、より行政機関との利便性の向
上を図った。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

津市

久居地域榊原ルート
久居総合支所～三重中央医療セ
ンター～安子公会所
第3-3号系統

七栗サナトリウムに乗り入れを行い、
医療機関への利便性を図るとともに、
久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、より行政機関との利便性
の向上を図った。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域野村ルート
久居総合支所～三重中央医療セ
ンター～久居総合支所
第5号系統

久居総合支所の移転に合わせ、ルート
変更を行い、より行政機関との利便性
の向上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

久居地域桃園ルート
木造7区集会所～三重中央医療セ
ンター～久居総合支所
第4-1号系統

高橋地区への延伸を行いより集落に近
いルートとなるよう努めた。また、久居
総合支所の移転に合わせ、ルート変更
を行い、より行政機関との利便性の向
上を図った。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

久居地域における利用状況
は、対前年比97％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

B

河芸地域における利用状況
は、対前年比87％であり、現状
維持という目標を一部達成でき
なかった。新規の利用者の獲
得が課題となっている。

道の駅「津かわげ」の完成に合わせ
て、当該施設への乗り入れを行い、利
便性の向上を図るとともに、地域の実
情に応じた交通手段の確保に向け、あ
り方検討会等において、地域住民の意
見も聞き、新規の利用者の獲得に向
け、努力していく。

津市

河芸地域河芸循環南ルート
河芸総合支所～近鉄豊津上野駅・
近鉄千里駅～河芸総合支所
第7号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。 A

計画通り事業は適切に実
施された。

B

河芸地域における利用状況
は、対前年比87％であり、現状
維持という目標を一部達成でき
なかった。新規の利用者の獲
得が課題となっている。

道の駅「津かわげ」の完成に合わせ
て、当該施設への乗り入れを行い、利
便性の向上を図るとともに、地域の実
情に応じた交通手段の確保に向け、あ
り方検討会等において、地域住民の意
見も聞き、新規の利用者の獲得に向
け、努力していく。

津市

河芸地域河芸循環北ルート
河芸総合支所～近鉄千里駅・千
里ヶ丘団地東～河芸総合支所
第6号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。 A

計画通り事業は適切に実
施された。

B

芸濃地域における利用状況
は、対前年比102％であり、対
前年比110％という目標を一部
達成できなかった。前年度と比
較して増加はしているため、利
用者減少とならないよう、需要
の検証が必要である。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、需要の検証を行
い、利用者のさらなる増加につながる
よう、努力していく。

津市

芸濃地域芸濃循環明ルート
芸濃総合支所～中町・学童保育園
前～芸濃総合支所
第9号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

B

芸濃地域における利用状況
は、対前年比102％であり、対
前年比110％という目標を一部
達成できなかった。前年度と比
較して増加はしているため、利
用者減少とならないよう、需要
の検証が必要である。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、需要の検証を行
い、利用者のさらなる増加につながる
よう、努力していく。

津市

芸濃地域芸濃循環明ルート
芸濃総合支所～中町・ショッピング
センター～芸濃総合支所
第8号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

B

芸濃地域における利用状況
は、対前年比102％であり、対
前年比110％という目標を一部
達成できなかった。前年度と比
較して増加はしているため、利
用者減少とならないよう、需要
の検証が必要である。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、需要の検証を行
い、利用者のさらなる増加につながる
よう、努力していく。津市

芸濃地域芸濃循環安西ルート
芸濃総合支所～ショッピングセン
ター・中町～芸濃総合支所
第10号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。



津市

芸濃地域芸濃循環雲林院ルート
芸濃総合支所～市場・中町～芸濃
総合支所
第12号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

B

芸濃地域における利用状況
は、対前年比102％であり、対
前年比110％という目標を一部
達成できなかった。前年度と比
較して増加はしているため、利
用者減少とならないよう、需要
の検証が必要である。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、需要の検証を行
い、利用者のさらなる増加につながる
よう、努力していく。

B

芸濃地域における利用状況
は、対前年比102％であり、対
前年比110％という目標を一部
達成できなかった。前年度と比
較して増加はしているため、利
用者減少とならないよう、需要
の検証が必要である。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、需要の検証を行
い、利用者のさらなる増加につながる
よう、努力していく。

津市

安濃地域明合ルート
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前
～サンヒルズ安濃
第15号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

安濃地域における利用状況
は、対前年比98％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

芸濃地域芸濃循環河内ルート
芸濃総合支所～市場・中町～芸濃
総合支所
第14号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

安濃地域における利用状況
は、対前年比98％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

安濃地域安濃ルート
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前
～サンヒルズ安濃
第16号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

安濃地域における利用状況
は、対前年比98％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

津市

安濃地域明合ルート
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前
～明合団地
第15-1号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

安濃地域における利用状況
は、対前年比98％であり、現状
維持という目標をほぼ達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

三重交通株式会社

名張奥津線
飯垣内～敷津～奥津駅前
第1号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｃ

名張奥津線における利用状況
は、対前年比53％であり、現状
維持という目標を達成できな
かった。通勤・通学等の利用者
の減少が主な原因と考えられ
る。名松線全線復旧後の路線
のあり方が課題となっている。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。当該路線は利用者
の減少が著しいものの、名松線全線復
旧後は、名張市方面からの誘客を図る
ために、なくてはならない路線となる。
路線のあり方について、復旧後の名松
線の経過を見ながら考えていく必要が
ある。

津市

安濃地域草生ルート
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前
～サンヒルズ安濃
第17号系統

車両の更新を行い、走行中の快適性
の向上とともに高齢者や障害者などの
方にも利用しやすい環境づくりを図っ
た。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｃ

名張奥津線における利用状況
は、対前年比53％であり、現状
維持という目標を達成できな
かった。通勤・通学等の利用者
の減少が主な原因と考えられ
る。名松線全線復旧後の路線
のあり方が課題となっている。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。当該路線は利用者
の減少が著しいものの、名松線全線復
旧後は、名張市方面からの誘客を図る
ために、なくてはならない路線となる。
路線のあり方について、復旧後の名松
線の経過を見ながら考えていく必要が
ある。

三重交通株式会社

美杉地域コミュニティバス
川上～比津・竹原～マックスバリュ
（川口店）
第3号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｂ

美杉地域における利用状況
は、対前年度比90％であり、現
状維持という目標を一部達成
できなかった。過疎化・高齢化
が特に進行している地域であ
るため、高齢者の利便性がよ
り高まるような運行が課題と
なっている。

JR名松線の全線復旧に合わせ、伊勢
鎌倉駅に停留所を追加し、鉄道との連
携を目指す。また、エーコープJAみす
ぎ店まで乗り入れを行い、円滑な日常
生活用品の購入の利便性の向上を図
り、高齢者の利便性がより高まるような
運行となるよう、努力していく。

三重交通株式会社

名張奥津線
敷津～奥津駅前
第2号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｂ

美杉地域における利用状況
は、対前年度比90％であり、現
状維持という目標を一部達成
できなかった。過疎化・高齢化
が特に進行している地域であ
るため、高齢者の利便性がよ
り高まるような運行が課題と
なっている。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、高齢者の利便性
がより高まるような運行となるよう、努
力していく。

三重交通株式会社

美杉地域コミュニティバス
川上～比津～一志病院
第5号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｂ

美杉地域における利用状況
は、対前年度比90％であり、現
状維持という目標を一部達成
できなかった。過疎化・高齢化
が特に進行している地域であ
るため、高齢者の利便性がよ
り高まるような運行が課題と
なっている。

JR名松線の全線復旧に合わせ、伊勢
鎌倉駅に停留所を追加し、鉄道との連
携を目指す。また、エーコープJAみす
ぎ店まで乗り入れを行い、円滑な日常
生活用品の購入の利便性の向上を図
り、高齢者の利便性がより高まるような
運行となるよう、努力していく。

三重交通株式会社

美杉地域コミュニティバス
丹生俣～下之川・竹原～マックス
バリュ（川口店）
第4号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ｂ

美杉地域における利用状況
は、対前年度比90％であり、現
状維持という目標を一部達成
できなかった。過疎化・高齢化
が特に進行している地域であ
るため、高齢者の利便性がよ
り高まるような運行が課題と
なっている。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見を聞き、高齢者の利便性
がより高まるような運行となるよう、努
力していく。

三重交通株式会社

美里地域コミュニティバス
平木～美里総合支所・足坂～湯の
瀬
第7号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

美里地域における利用状況
は、対前年度比98％であり、現
状維持という目標をほぼ達成
できた。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

三重交通株式会社

美杉地域コミュニティバス
丹生俣～下之川～一志病院
第6号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

美里地域における利用状況
は、対前年度比98％であり、現
状維持という目標をほぼ達成
できた。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

三重交通株式会社

美里地域コミュニティバス
美里総合支所～日南田・辰水農協
前～湯の瀬
第9号系統

地域の住民・利用者の意見を反映さ
せ、傾斜地の麓にしかなかった停留所
に加えて頂付近に停留所を追加し、乗
車時及び降車時の利用者の利便性向
上を図った。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

美里地域における利用状況
は、対前年度比98％であり、現
状維持という目標をほぼ達成
できた。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

三重交通株式会社

美里地域コミュニティバス
湯の瀬～稲葉口・美里総合支所～
平木
第8号系統

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指した。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

美里地域における利用状況
は、対前年度比98％であり、現
状維持という目標をほぼ達成
できた。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

株式会社一志運輸

一志地域川合ルート
姫路集会所～川合高岡駅～とこと
めの里一志
第1号系統

ぎゅーとら一志店の移転に合わせ、
ルートを見直し、円滑な日常生活用品
の購入の利便性の向上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。 Ａ

一志地域における利用状況
は、対前年比111％であり、現
状維持という目標を達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

三重交通株式会社

美里地域コミュニティバス
湯の瀬～辰水農協前・日南田～美
里総合支所
第10号系統

地域の住民・利用者の意見を反映さ
せ、傾斜地の麓にしかなかった停留所
に加えて頂付近に停留所を追加し、乗
車時及び降車時の利用者の利便性向
上を図った。

A

計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ

一志地域における利用状況
は、対前年比111％であり、現
状維持という目標を達成でき
た。

地域の実情に応じた交通手段の確保
に向け、あり方検討会等において、地
域住民の意見も聞き、より利便性の高
い運行を目指す。

※評価にあたっては、「事業評価を通じた地域公共交通確保維持改善事業の効果的実施にむけて（ガイダンス）」（平成25年11月）を参照し、実施。

株式会社一志運輸

一志地域高岡ルート
とことめの里一志～石橋駅・川合
高岡駅～とことめの里一志
第2号系統

ぎゅーとら一志店の移転に合わせ、
ルートを見直し、円滑な日常生活用品
の購入の利便性の向上を図った。 A

計画通り事業は適切に実
施された。



（別添１）

平成28年1月15日

協議会名：津市地域公共交通活性化協議会

①事業の結果概要
③事業の今後の改善点
（特記事項含む）

【事業内容及び結果概要を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【事業が適切に実施された（されている）か記載。
適切に実施されなかった（されていない）場合に
は、実施されなかった事項及び理由を記載。】

【事業の今後の改善点として、取組内容・関係者それ
ぞれが果たすべき役割等を記載。】

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画推進に係る事業）

②事業実施の適切性

総合時刻表作成事業
・事業者・交通モードの枠を越えた、総合的な時刻表
の作成を行うため、関係者と協議を行った。
・当初の計画通り、２７年度末の鉄道のダイヤ変更に
合わせて、総合時刻表の印刷・配布を行う見込み。

Ａ 計画通り事業は適切に実施された。
・交通事業者と連携しながら、総合時刻表の配布やＰ
Ｒに取り組んでいく。

インターネットを活用した「見える化」推進事業
・コミュニティバスの路線図や時刻表等をインターネッ
ト路線検索サイトに提供するため、関係者と協議を
行った。
・当初の計画通り、２７年度中に情報提供が終わり、
路線検索が可能となる見込み。

A 計画通り事業は適切に実施された。
・路線検索サイトでコミュニティバスの運行情報が検索
可能になることを積極的にＰＲしていく。



（別添１－２）

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　平成１８年１月１日に、１０市町村が合併して誕生した津市は、県内で最も広い面積を有している。また、三重県の中
央部に位置し、東部は伊勢平野の一部を形成する海岸平野、中部は標高３０～５０ｍの丘陵地や台地、西境沿いには
７００～８００ｍの山々が連なり、多様な自然を形成している。
　少子高齢化・人口減少が急速に進展する社会において、地域の活性化や地域経済の持続的発展を実現するために
は、コンパクトなまちづくりとともに、拠点同士や拠点と居住エリアを結ぶ地域公共交通網の充実が必要不可欠となって
いる。このような状況の中、津市では、海上交通、鉄道、幹線システム、支線システムの連携による一体的な公共交通
ネットワークの形成により、「一体感のあるまちづくりを支え、誰もが移動できる公共交通体系の実現」を目指している。
　このような基本理念のもと、「地域をつなぎ住みやすいまちづくりを実現する公共交通ネットワークの構築」、「地域の
特性に応じた利便性の高いコミュニティ交通の実現」、「公共交通をサポートし、利用促進につながる公共交通体系の
実現」、「持続可能な交通サービスが提供できる交通体系の実現とＰＤＣAサイクルの確立」、「市民、交通事業者、行政
の協働による仕組みづくり」の５つの基本方針を設定し、津市地域公共交通活性化協議会や各地域の公共交通あり方
検討会で議論を続けている。
　形成計画の推進事業では、海上交通、鉄道、幹線システム、支線システムの連携による交通ネットワークのより効果
的な活用を目指し、公共交通の「見える化」の推進により、わかりやすい乗り継ぎ情報の提供を行う。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成28年1月15日

協議会名： 津市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費補助金、津市地域公共交通調査事業（計画推進事業）



津市地域公共交通活性化協議会

中部様式
①平成２７年度 地域公共交通確保維持に関する自己評価概要 （全体）

平成２０年８月２０日設置
フィーダー系統 平成２６年 ６月１９日確保維持計画策定

①協議会が目指す方向性（Plan）

公共交通システムの骨格形成イメージ図（津市地域公共交通網形成計画 P.31）

平成１８年に１０市町村の合併により誕生した本市は、平成２１年１２月に津
市地域公共交通総合連携計画を策定し、合併前の旧市町村で独自に実施し
ていたバス事業の再編に着手した。そして、平成２２年４月から津市コミュニ
ティバスとして再編し、３年間の実証運行と、事業評価を経て、平成２５年４月
から本格運行に移行した。

コミュニティバスの本格運行後も、地域の特性を考慮した公共交通をともに
考えていく場として、利用者、自治会長、社会福祉協議会等で構成する地域
公共交通あり方検討会を各地域で開催し、地域住民の声を聞きつつ、乗降調
査やアンケート調査等のデータに基づき、地域の実情に応じた運行を検討し、
見直し改善を図るなど、地域住民の利便性の向上に努めている。

平成２７年３月３１日には、連携計画をステップアップさせ、より効率的で利便
性の高い公共交通ネットワークを構築するため、津市地域公共交通網形成計
画を策定した。海上交通、鉄道、幹線システム、支線システムの連携による一
体的な公共交通ネットワークの形成により、「一体感のあるまちづくりを支え、
誰もが移動できる公共交通体系の実現」を目指している。

● 津市地域公共交通網形成計画（平成２７年３月３１日策定）
基本理念：
『一体感のあるまちづくりを支え、誰もが移動できる公共交通体系の実現』
基本方針：
① 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを実現する公共交通ネットワークの
構築
② 地域の特性に応じた利便性の高いコミュニティ交通の実現
③ 公共交通サービスをサポートし、利用促進につながる交通体系の実現

④ 持続可能な交通サービスが提供できる交通体系の実現とＰＤＣＡサイクル
の確立
⑤ 市民、交通事業者、行政の協働による仕組みづくり



②地域公共交通に関する具体的取り組み及びそのプロセス（Do）
（前年度までの事業）
① 津市コミュニティバスのダイヤ改正

各地域において、利用者、自治会長、社会福祉協議会等で構成する地域公共交通あり方検討会を開催し、地域住民の声を聞いた上で、乗降調査やアンケート
調査等のデータに基づき、地域の実情に応じた運行を検討し、平成２６年度におけるダイヤ改正を行った。
② 津市地域公共交通網形成計画に係る調査の実施

津市地域公共交通網形成計画の策定に向け、バス事業者及びタクシー事業者を対象としたアンケート調査や、商業施設利用者を対象としたヒアリング調査を
実施した。加えて、平成２６年７月中旬から８月中旬にかけ、市民約7,400人を対象としたアンケート調査を実施した。
③ 高松山団地乗合ワゴンへの支援
平成２５年４月から本格運行を開始した住民主体型の公共交通である高松山団地乗合ワゴンに対し、引き続き支援を行った。

④ バスの乗り方教室の開催
持続的に公共交通を維持・活性化していくには、利用促進が何より大切であるとの観点から、バス路線のある小学校に出向き、バスの乗り方教室を実施した。

（当該年度の事業）

① 津市コミュニティバスのダイヤ改正
各地域において、利用者、自治会長、社会福祉協議会等で構成する地域公共交通あり方検討会を
開催し、地域住民の声を聞いた上で、乗降調査やアンケート調査等のデータに基づき、地域の実情に
応じた運行を検討し、平成２７年度におけるダイヤ改正を行った。

② 津市地域公共交通網形成計画の策定
バス事業者及びタクシー事業者を対象としたアンケート調査や、商業施設利用者を対象としたヒアリ
ング調査に加え、平成２６年７月中旬から８月中旬にかけ、市民約7,400人を対象とした市民アンケー
トの結果をもとに、市域全体を展望した、より効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築を目
指し、津市地域公共交通網形成計画を策定した。

③ 地域住民運営主体型コミュニティ交通事業の推進
住民主体型の公共交通である高松山団地乗合ワゴンに対し、引き続き支援を行うとともに、当該地
区での取り組みをモデルケースとして、交通空白地の解消のため、地域住民運営主体型コミュニティ
交通事業を推進し、他の地区での相談や要望にも対応した。

④ モビリティマネジメント・利用促進イベントの実施
持続的に公共交通を維持・活性化していくには、利用促進が何より大切であるとの観点から、バス路
線のある小学校に出向き、バスの乗り方教室を実施した。また、利用促進グッズとして、スリムカード
ケースを作成し、津まつりやバスの日の啓発活動等のイベントで配布を行い、利用促進に努めた。

地域名 主な運行変更

・医療機関への乗り入れ

・より集落に近いバス停の新設

・久居総合支所移転に伴うルート変更

美里地域 ・傾斜地に対応したバス停の新設

一志地域 ・商業施設の移転に伴うルート変更

久居地域

※その他、芸濃地域、安濃地域において車両の更新を行った。

○利用促進グッズの作成

○平成２７年度における主な運行変更



③地域公共交通に関する具体的取り組みに対する評価（Check）

○コミュニティバスの利用状況（H26.10~H27.9）
・コミュニティバス全体の利用者数は増加となった。平成２５年４月から
本格運行を開始した津市コミュニティバスの認知度は高まりつつある。

・地域別では、一志地域・白山地域が大幅増となっている。一志地域
では、コミュニティバスの情報が口コミにより広がっており、新規の利
用者獲得につながっている。白山地域では、高校生を中心とした通学手
段としての利用が増加している。

・減少幅が大きかったのが、河芸地域である。新規の利用者がほとんど
いないことが主な原因である。

・新規の利用者を獲得するため、地域公共交通あり方検討会や地域
の懇談会等を通じ、需要や要望の把握に努めたい。

○津市コミュニティバス利用者数

地域名 平成２６年度
（H25.10‐H26.9）

平成２７年度
（H26.10‐H27.9） 増減 対前年比

久居地域 4,381 4,246 ▲ 135 96.9%
河芸地域 4,351 3,802 ▲ 549 87.4%
芸濃地域 6,041 6,142 101 101.7%
美里地域 10,505 10,268 ▲ 237 97.7%
安濃地域 2,344 2,307 ▲ 37 98.4%
一志地域 5,033 5,563 530 110.5%
白山地域 33,842 37,044 3,202 109.5%
美杉地域 21,080 19,060 ▲ 2,020 90.4%
合計 87,577 88,432 855 101.0%

１．「幹線」と位置付けるバス路線の利用状況（H26.10~H27.9）
・形成計画の中間目標値の達成には至っていない現状がある。

・廃止代替バスの見直しや事業者と連携した利用促進が課題である。

２．「支線」と位置付けるバス路線の利用状況（H26.10~H27.9）
・形成計画の中間目標値の達成には至っていない現状がある。

・民間路線バス、廃止代替バスの利用者が特に減少しているため、事業者と連携した利用促進が課題である。

○平成２７年度における幹線・支線の利用者数と形成計画の数値目標

指標 平成２７年度
（H26.10‐H27.9）

形成計画の中間目標値
（H28.4‐H29.3）

目標値との比較
（人数）

目標値との比較
（％）

「幹線」と位置付けるバス路線
の利用者数

2,179,927 2,249,500 ▲ 69,573 96.9%

「支線」と位置付けるバス路線
の利用者数

2,038,062 2,080,200 ▲ 42,138 98.0%



③地域公共交通に関する具体的取り組みに対する評価（Check）

３．地域住民運営主体型コミュニティ交通事業の状況

○高松山団地乗合ワゴン

・平成２７年度（H26.10－H27.9）における利用者数は４９名で、前年度（H25.10－H26.9）の利用者数９６名と比較して減少となった。

・平成２６年１２月に乗合ワゴンの便利な使い方や、現在の利用状況等を記載した啓発チラシを作成し、団地内全戸に配布した。しかし、利用登録者
は増えたものの、利用増加には結びついていない状況である。

・利用者が固定化していることが大きな課題であり、乗合ワゴン運営委員会は利用登録者にヒアリング調査を行い、改善への取り組みを開始している。

津市地域公共交通網形成計画
目標２－１：交通不便地における移動手段を確保する

○乗合ワゴン啓発チラシの内容
○他の地区での導入の動き

・白山地域の二俣地区・上佐田地区において導入に向けた協議を
開始することができた。

・形成計画の目標達成に向け、住民主体の取り組みについて、市
の広報紙等で積極的にＰＲしていく必要がある。

地域名
平成２７年度

（H26.10‐H27.9）
形成計画の中間目標値
（H28.4‐H29.3）

地域住民運営主体型の
公共交通の導入協議箇
所数

５
件/年

１０
件/年



④自己評価から得られた課題とその対応（Action）

⑤アピールポイント（特に工夫した点）

① 路線バスの運行変更

・道の駅「津かわげ」の完成に伴い、地域住民の意見を反映させる形で、廃止代替バスである三行線のほか、河芸地域のコミュニティバスの乗り
入れを行う。

・白山地域において、中学生の通学対策として、運行時刻の見直しを行う。

・美杉地域においては、買い物を目的とした利用者の利便性のさらなる向上を目指し、地域内のスーパーへの乗り入れを行う。
また、ＪＲ名松線の全線復旧に伴い、伊勢鎌倉駅に停留所を追加し、鉄道との連携を図る。名松線全線復旧後のコミュニティバスのあり方につ
いては、地域公共交あり方検討会において、地域の代表者の意見も聞きながら、協議を進めていく。

② 津市地域公共交通網形成計画の事業・施策の実施

・公共交通の「見える化」の推進や総合時刻表の作成をはじめとした、地域公共交通網形成計画の事業・施策に、引き続き取り組んでいく。

③ 地域住民運営主体型コミュニティ交通事業の推進

・高松山団地乗合ワゴンが地域に根付いた公共交通となるよう、運営委員会と協議を続けながら、利用促進策等の協議や支援を続けていく。

また、白山地域の二俣地区・上佐田地区、それぞれの地区での乗合タクシーの運行について、適切に実施できるよう、地域住民や委託事業者
との協議を続けていく。

① 津市地域公共交通網形成計画策定に係る調査では、市民7,400人を対象としたアンケート調査だけでなく、バス事業者及びタクシー事業者
を対象としたアンケート調査や、商業施設利用者を対象としたヒアリング調査を通じ、さまざまな側面からの意見を得ることができた。

② 地域の特性を考慮した公共交通をともに考えていく場として、各ルートの利用者、自治会長、社会福祉協議会等で構成する地域公共交通
あり方検討会を各地域で開催し、地域住民の声を聞くなど、住民と協働して、地域の実情に応じた運行となるよう努めた。

③ 地域住民運営主体型コミュニティ交通事業を推進し、高松山団地だけでなく、白山地域の二俣地区、上佐田地区の２地区においても導入
の協議を進め、民間路線バスやコミュニティバスの延伸で対応しきれない交通空白地や交通不便地の解消に向け取り組んだ。



津市地域公共交通協議会 平成２０年８月２０日設置

計画推進事業の概要

① インターネットを活用した「見える化」推進事業

１．内容

現在、大手インターネット路線検索サイトで提供されていないコミュニティ
バス等の公共交通情報を提供できるようにし、地域内のみならず、多くの
利用希望者に提供する機会をつくる。

２．現在の実施状況

データの変換、提供に向け、関係事業者と協議、調整を図っている。

② 総合時刻表作成事業

１．内容

事業者ごとの時刻表はあるものの、事業者・交通モードの枠を越えた
全体を俯瞰できる総合的な時刻表がないため、相互利用を行い、利用者
の利便性を高めることを目的に、情報の発信を行う。

２．現在の実施状況

作成に向け、他市の総合時刻表の事例収集に努め、津市において効果
的な総合時刻表の作成に向けた協議を行っている。

平成２７年度 地域公共交通確保維持に関する自己評価概要 調査事業（計画推進事業） 中部様式
３

計画推進事業の目的

公共交通に対する市民意識の向上を図ることで、公共交通利用者の減少を
食い止め、増加につなげるため、公共交通の「見える化」の推進及びわかりや
すい路線図や時刻表の作成を行う。

目的地

民間路線バス

鉄道

駅 バス停

コミュニティバス

現状、目的地付近にコミュニティバ
スの停留所があるものの、コミュニ
ティバスの路線図がインターネット
路線サイトに表示されていないため、
利用しづらい。

目的地

民間路線バス

鉄道

駅 バス停

コミュニティバス

コミュニティバスの路線図、時刻表
のデータをインターネット路線サイト
に提供、表示。

①インターネットを活用した「見える化」推進事業

見える化の
イメージ

②総合時刻表作成事業
内容：
（交通系情報）旅客船、鉄道、コミュニティバス、民間路線バス、

関連する鉄道の路線図・時刻表、利用案内
（その他情報）沿線案内として、観光スポット等

エリア１ エリア２

エリア３ エリア４ エリア５

エリア６

主要乗換駅Ａ

地元駅

主要乗換駅Ｂ

エリア分け 拠点都市への（からの）移動

運行図・観光スポット

時刻など

運賃など

沿線案内としての観光スポット等の紹介

総合時刻表のイメージ



計画推進事業に対する評価

今後の事業等予定、次年度以降の計画への反映等

来年度は、「見える化」のＰＲや総合時刻表の配布場所や方法について、事業がより効果的なものとなるよう考えていきたい。

津市地域公共交通網形成計画の中間評価（平成２９年度実施）以降は、引き続き、「見える化」や総合時刻表のＰＲを行うとともに、運行変更が
あった場合には、インターネット上で最新の情報が提供できるようにする等、随時更新していく。

平成２８年３月に「見える化」、総合時刻表ともに事業が完了し、鉄道のダイヤ変更に合わせて、インターネット路線検索サイトへの表示や総合時
刻表の配布を行う。

当該事業は、津市地域公共交通網形成計画において、目標３－１「公共交通に対する市民意識の向上を図る」に係る施策の１つと位置付けられ
るが、目標１－１「広域での移動を確保する」や目標１－３「観光振興との連携による交流人口の拡大」、目標４－１「市民や関係者が目標の共有を
図る」の達成にも寄与できると考えている。

地域公共交通ネットワークへの効果

インターネットを活用した「見える化」や、事業者・交通モードの枠を超えた全体を俯瞰できる総合的な時刻表の作成によって、従来よりわかりやす
い乗り継ぎ情報の提供が可能となり、海上交通・鉄道・幹線システム・支線システムからなる公共交通ネットワークがより効果的に活用されることに
期待する。

アピールポイント（特に工夫した点）

事業者や交通モードの枠を越えた路線情報や時刻表情報をインターネットと冊子タイプの総合時刻表の双方で提供できる点



津市地域公共交通網形成計画（概要） 平成２７年３月３１日策定

地域公共交通網形成計画の概要

◎前計画の津市地域公共交通総合連携計画は、合併前の旧市町村で独自に運行されていたバス関連事業の再編に重点を置いていたが、津市地域

公共交通網形成計画では、連携計画をステップアップし、市域全体を展望した、より効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築を目指した

◎基本的な考え方は、連携計画を踏襲するが、まちづくり、観光振興等との一体性の確保や、地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの

形成及び住民の協力を含む関係者の連携などを重要視

地域公共交通網形成計画の目的

地域公共交通網形成計画（概要） 中部様式
７

◎津市地域公共交通網形成計画の目標
５つの基本方針に基づき、９つの目標を設定
１－１：広域での移動を確保する
１－２：日常生活における地域移動を確保する
１－３：観光振興との連携による交流人口の拡大
数値目標：「幹線」と位置付けるバスの利用者数、津市への観光入込客数など

２－１：交通不便地における移動手段を確保する
２－２：地域を越えた移動手段を確保する
数値目標：地域住民運営主体型の公共交通の導入相談箇所数など

３－１：公共交通に対する市民意識の向上を図る
３－２：高齢者の外出意識の増進
数値目標：モビリティマネジメント・啓発イベント等の開催数など

４－１：市民や関係者が目標の共有を図る
数値目標：公共交通全体の利用者数

５－１：交通を担う人材を確保し育てる
数値目標：地域公共交通あり方検討会等の地域が主体となった会議の開催数

また、それぞれの目標を達成するための施策を記載

◎津市地域公共交通網形成計画における幹線系統補助及び
フィーダー系統補助の位置付け
形成計画の目指す、海上交通、鉄道、幹線システム、支線システムの
連携による公共交通ネットワークの形成に寄与している。

◎津市地域公共交通網形成計画の内容
● 将来像：
「楽しく便利に生活するために公共交通が利用できるまち」

● 基本理念：

「一体感のあるまちづくりを支え、誰もが移動できる公共交通体系の実現」
（連携計画の基本理念を踏襲）

●５つの基本方針
１．地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを支える公共交通ネットワーク
の構築
２．地域の特性に応じた利便性の高いコミュニティ交通の実現
３．公共交通サービスをサポートし、利用促進につながる交通体系の実現
４．持続可能な公共交通サービスが提供できる交通体系の実現とＰＤＣＡ
サイクルの確立
５．市民、交通事業者、行政の協働による仕組みづくり

●計画対象区域・計画期間
・津市全域
・平成２７年４月～平成３２年３月（平成２９年度に中間見直し）

●地域公共交通網形成計画の達成状況の評価に関する事項
・計画推進体制、推進プロセス、計画期間中の見直しプロセス等



少子高齢化・人口減少が急速に進展する社会において、地域の活性化や地域経済の
持続的発展を実現するためには、コンパクトなまちづくりとともに、拠点同士や拠点
と居住エリアを結ぶ地域公共交通網の充実が必要不可欠です。
本市では、平成２１年１２月に「津市地域公共交通総合連携計画」を策定し、合併

前の旧市町村で独自に実施していたバス事業を平成２２年４月から津市コミュニティ
バスとして再編し、平成２５年４月に本格運行へ移行しました。
次のステップとして、平成２５年度から新たな連携計画策定のための調査事業に着

手していましたが、平成２６年１１月に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法
律の一部を改正する法律」が施行され、同法に基づき、津市における新たな計画を
「津市地域公共交通網形成計画」として策定することとなりました。

○本計画の位置付け
本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に基づき、平

成２１年に策定された「津市地域公共交通総合連携計画」を、平成２６年１１月施行
の改正法に基づき改定したものです。
本計画は、平成２５年策定の「津市総合計画後期基本計画」、平成２２年策定の

「津市都市マスタープラン」を上位計画とします。

津市地域公共交通網形成計画は、基本的な考え方については、「津市地域公共交通
総合連携計画」を踏襲しますが、まちづくり、観光振興等との一体性の確保や、地域
全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成及び住民の協力を含む関係者の
連携などを重要視するとともに、連携計画をステップアップし、市域全体を展望した、
より効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築を目指します。

第１章 本計画策定の背景

地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律の制定（平成１９年）
•地域公共交通の活性化及び再生を総合
的かつ一体的に推進
•地域公共交通総合連携計画の作成

地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律の改正（平成２６年）

•コンパクトシティの実現に向けた
まちづくりとの連携
•地域全体を見渡した面的な公共交
通ネットワークの再構築
•地域公共交通網形成計画の作成

津市の取り組み 国の動き

高齢化や人口減少等
社会状況の変化に対応

津市総合計画前期計画
（平成２０年策定）

津市都市マスタープラン
（平成２2年策定）

津市総合計画後期基本計画
（平成25年策定）

津市地域公共交通総合連携計画
（平成２１年策定）

•統一された運行システム・運賃体系
•幹線・支線システムによるネットワーク
形成 等

•継続している課題
•重点的に取り上げるべき視点
•新たな視点

津市地域公共交通網形成
計画（本計画）

上位計画

計画に基づく施策の実施

１０市町村の合併
市域の広域化への対応と行政機能の統合の必要性

第２章 津市地域公共交通総合連携計画の実施状況

〈１〉他交通手段も含めた各交通との連携強化

〈２〉地域や施設との連携強化

〈３〉サービス水準の向上

〈４〉移動円滑化への対応

〈５〉新たな交通手段への対応

〈６〉バス車両の改善・サイズの見直し

〈７〉運賃体系の見直し

〈８〉コスト削減

形成計画へ引き継ぐ課題

地域公共交通の骨格形成イメージ図

本計画策定の経緯（津市の取り組みと国の動き）



上位計画・法改正を踏まえた新たな視点
より重点的に取り上げるべき視点

●まちづくりや観光振興と公共交通の連携
●高齢者の生きがい対策や子育て中の人・免許の
ない子どもたちにも配慮した公共交通

本計画の将来像
「楽しく便利に生活するために公共交通が利用できるまち」

本計画の基本理念
「一体感のあるまちづくりを支え、
誰もが移動できる公共交通体系の実現」(連携計画より継承)形成計画へ引き継ぐ課題

※第２章で整理

第３章 津市地域公共交通網形成計画の基本的な事項

将来像、基本理念より、基本方針と目標を定め、施策を実施します。

目標１－３  観光振興との連携による交流人口の拡大

施策
 ①公共交通を利用した観光振興への取組
 ②海上アクセス利用促進事業
 ③ＪＲ名松線利活用事業

目標１－２  日常生活における地域移動を確保する

施策

 ①三重交通バス路線の整備と運行

 ②津市自主運行バス（廃止代替バス）の見直しへの着手

 ③津市コミュニティバスの整備と運行

基本方針１
 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを実現する公共交通
ネットワークの構築

目標１－１  広域での移動を確保する

施策

 ①幹線の整備と運行
 ②乗継設定と待合環境の整備
 ③隣接自治体との連携
 ④鉄道の利便性の向上のための要請と利用促進

目標３－２  高齢者の外出意欲の増進

施策  ①高齢者に特化した割引制度や設備等の検討

目標３－１  公共交通に対する市民意識の向上を図る

施策

 ①広報誌による意識啓発・利用促進ＰＲ
 ②わかりやすい路線・時刻表情報の提供
 ③モビリティマネジメントの実施
 ④利用促進イベントの実施

基本方針３
 公共交通サービスをサポートし、利用促進につながる交通体
系の実現

基本方針２  地域の特性に応じた利便性の高いコミュニティ交通の実現

目標２－１  交通不便地における移動手段を確保する

施策  ①地域住民運営主体型コミュニティ交通事業の推進

目標２－２  地域を越えた移動手段を確保する

施策
 ①津市コミュニティバスの整備と運行（再掲）
 ②乗継環境の整備

基本方針５  市民、交通事業者、行政の協働による仕組みづくり

目標５－１  交通を担う人材を確保し育てる

目標４－１  市民や関係者が目標の共有を図る

施策

 ①ＰＤＣＡサイクル確立のための基準づくり
 ②中間年度・最終年度における評価指標の達成度評価（ニー
ズ調査）
 ③改善案の策定と路線の運行体系の見直し

基本方針４
 持続可能な交通サービスが提供できる交通体系の実現とＰＤ
ＣAサイクルの確立


